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現行計画 次期計画

生ごみ 3,000

紙類 2,500

事業系 5,000

施設内資源化 3,000

協働・ﾊﾟｰﾄﾅｰｼｯﾌﾟ 200

2,700

2,600

2,600

57,400

48,000

多摩清掃工場へ

99,400 94,600

（2013年度） （2019年度）

39,400 22,000

（20,400+19,000） （19,300+2,700）

2,600

①ごみ排出量

④ごみ量目標値
（① - ② - ③）

60,000 70,000

6,700

一般廃棄物資源化基本計画における目標値について
【現行計画と次期計画の比較】
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容器包装プラ 6,700

バイオガス化

②削減量

（バイオ以外の施策+バイオガス化）
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63,300
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③
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【70,000】

【60,000】

【39,400】 【22,000】

【94,600】

【99,400】


